「施工プロセスチェックリスト」記入要領
平成17年11月30日制　　定
平成18年 9月11日一部改正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年12月1日一部改正
（目的）

第１　この要領は，工事施工中の施工体制，工程管理，安全管理等を把握し，問題点を早期に改善することにより，工事全般の質の向上を図ることを目的とする「施工プロセスチェックリスト」の対象工事や記入方法等を定めたものである。

（対象工事）

第２　市長が行う建設工事のうち，請負金額２５０万円以上の請負工事（営繕）を対象とする。

（記入方法等）

第３　監督員が記入するものとし，把握した監督員の区分は次の略号によるものとする。ただし，建築工事については，原則として一般監督員が確認し記入する。

（把握者記録の略号）

総括監督員：△
主任監督員：○
一般監督員：□
２　中間検査等が実施された場合は，このチェックリストに転記し１回のチェックにあてることができるものとする。

３　疑義が生じた場合は，総括又は主任監督員の確認の上で×とする。
４　このチェックリストは，完成検査まで一般監督員が管理する。

（その他）

第４　このチェックリストは，検査における基礎資料とするため，中間検査・完成検査においては，検査に立会する監督員が確認の上，検査員に提示すること。

　なお，完成検査においては，記入を終えて各監督員の確認(確認印)を受けたものを提示する。中間検査においては各監督員の確認印は不要とする。

２　このチェックリストは，完成検査終了後，検査調書に添付して保管するものとする。

附　則

この要領は，平成17年12月1日から施行する。

　　附　則

この要領は，平成18年 9月11日から施行する。
　　附　則
この要領は，平成27年12月 1日から施行する。
